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 昭和40年度のり養殖の作柄と反省

養殖一部

 /、40年度の作柄

 県下三4漁協管内で約6,QOO枚の網ピピを建込み、約360万枚の生産で
 あった。

 網ヒピュ枚当りの生産枚数は600枚どたり35～石9年の5ヶ年平均の62
 第、39年度の80実となった。しかし金額では39年度と大差なく、5ケ年

 平均の84弟となっている。不作の原因は早冷による早期採苗ピピが発芽生育

 期のユエ月の異常気象によって生育不良脱落となったものである。ユ2月以降

 は予備網2次芽採・苗網によって恢硬したが3月上旬の暖一気でいっきに終漁した。

 白2・不作の中の豊作漁場に一ついての考察

 本県のり漁場は大別して一不知、火海・東海に面した北薩地区と鹿児島湾地区に

 分けられる(第ユ図)。北陵地区は歴史も古く網ピピ数は県全体の80完を占

 め、技術的産業的に安定している口」方愛児島湾地区は新規開発漁場が多く企

 業的に充分安定していないが、未利用漁.場が多く今後の開発が期待されている。

 この鹿児島湾地区ばこ㌧数年来不作統きであるが、その中の垂水漁協だけは昨

 年1こ引続・き安定した生産をあげている。本年屯全県的不作にか㌧わらずひとり

 好調な生産をあけた、

 その原因の究明は今後の鹿児島湾地区開発の手がかりとなると考えられ充分

 調査検討すべきであろう日現在のところ考えられる2,3の点について記して

 みたい。

 ㍑)生産性の推移

 ます.垂水漁場が県下の漁場のうちどのよ弓た生産を示しているかをみると

 第2図のとおりである。即ち網ヒビユ枚平均生産量について県平均、鹿児島

 湾地区平均、1垂水漁場・平均の三者について昭和35年度以降の年度別に比較

 した。図によると鹿児島湾地区は毎年県平均よりかなり少ない昌しかし同じ

 湾内の垂水漁場の平均生産量は概して高いが昭和38年度まではアオノリを

 除くと県一平均以.下であることが削る。注目すべきことは昭和38年度まで垂

 水漁場の平均生産量が県平均とほど平行して変動していたのに39年度以、峰

 は県平均と逆に上昇傾向を示していることである。このことは特に垂水漁場

 として一異った要素があると考えなくては・たらない。

(口)適正晶種

 垂水漁場では昭和26年以.降35年まで北薩地区の出水から天然採苗ピピ

 の移殖に依存していた。36年以降は出水産種を主に佐賀、、熊本県からの品

 種の導入をはかると共に2,3の篤志漁家が地元での人工採苗を開始し走目
 図に示すように地元人工採苗ヒビの占める率は次第に増え、40年度は全部

 のヒビが地元入工採苗によって養殖された。このことは移殖ピピより地元で

 の人工採苗ヒビの生産性が高いことが認識されたものIにほかならない。しか

 も36年以来生産の挙った優勢なノリを糸状体として年kとり続けてきたこ



 とから自然に選抜され適正品種として固定化したものと推一測される。ノリは

 スサビノリ系である。

 ㈹漁場条件にあわした養殖

 垂水漁場は外洋一水の流入する大隅半島沿いにあろため高温、高かんの弱内

 湾性漁場である旦移殖ヒビに頼っていた時代は豊凶差が大きく不安定であっ

 た。現在でも他の漁場では県外からの移殖ピピに依存しており、ある漁場、で
 は39年度に豊作であったので40年度も同一採苗地から一移殖したが生産皆

 無であった。このことはノリの品種の面からも毎年同一品種であることが不

 明確であること一。更に移殖の大きな欠点は採苗地の都合に左右されることで

 ある。例えば、鹿児島湾地区の移殖適期は本試の試験結果から水温20℃以

 下に安定したユエ月下句として指蝋しているが、採苗地では裸一苗が確認され

 ると一移殖を急ぎ、早い年は王0月下句からユエ月上句に移殖される目そのた

 め22.3℃のノリ芽にとってぎりぎりの水温になり生育に.影一響をもたらして

 いる。

 垂水漁場の人工採苗は例年10月下句か弓ユエ月上句の水温22℃を割っ
 た時期に実施し漁場環境にあ,)せた養殖によってノリに無理を与えないこと

 がこのような生産性の安定に結びついているものと考えられる。

3指導方針

 以上・述・.てき干=ことからぺ1.Jるよザニ今三:=1.三.÷、11り二て。適正、兄優の選抜と人
 工採酋の完全実施を目.標1=長期的視野1こたった指導を1黄み重ねてけきたい。

 当場では数年来暖海性漁場におけるノリ品種の研究を主1こ続けており、早生、
 晩生適晶巧の価合せ着、殖による満期の延長を言十って本県の生産増を推めたいと

 考えでいる。

 第ユ図  鹿児.島県のノリ漁場分布



第2図  地区別生産性と地元入エ裸一苦率一の年度別推移
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第3図  鹿児.島湾(本試前。満潮時)の表面水温

 平年(S,27～39年、

40年度

蒲鉾貯蔵試験

製造部

 省令改正に伴い、従来使用されていたフラスキンの使用が禁止され、一新たに

 AF-2が認められたので、ネオンルーフラン、ソルビン酸、並びにカルシー添加

 の効果を含糖板蒲鉾1こっき検討した。
 I実験方I法

 実験材料市販の蒲鉾用摺身を購入して使用した。
 原料魚はサメ、グチ各20第、ピンチョウマグロ60索で調味配合割合は澱



 粉ユ0系、砂糖4.5宕、食塩3系、・卵白5%、味の素ユ%であった。
 防腐剤の種類と添加重

④ネオンルフラン
 。F一。O.O。弟、グルコノ・デ〃ラバン・9.9・%、ソルビン酸
 カリウム40完。

⑤カルシー
 ソルビン酸カリウム60第、繊維素グルコー1レ酸ナトリウム27・5%、

 フ'ローム酸カリウムユ0-5第、次亜硫酸ナトリウム2実。

 ⑨ソルビン酸カリウム
 摺身に防腐剤の所定の量を加え、更に5分間婁表し50分蒸煮放冷後保管供試
 品とした。

 ④対照
 ㊥ネオンルフヲンエ/。。。
◎カルシーユ/500
 ③ソルビン酸カリウムユ/500
 保存の方法

 防腐処理した試料を=区分とし、一区は30℃1亘温器中に、地区をユエ～
 25℃の室温1こ保存した。値温器保存区は試料が相互に接触しないようにシ

 ・・一一1一一・㌧1こ並列し、テ=I-j内1';l1空気σ)i可度を餓弄I竈に保つデ.二あ一{,・:二.水を=辰リ

 ッヤーレー上部をセロフ7ン包みとして保存した。

測定法

 ①PH:試料に3倍容の蒸溜水を加えてよく栃排抽出し、その抽出妓のP11
 価を、一{…;テーヨ'リノ.5極PHメー一ターI二より測定した。

 ②揮発酸:浅川エ)の方法に準拠した自即ち試料5タに5第H2S0450m石'
 を加えホ毛ゲナイズし、500m.e容ナス型7ラス]に流し込み水蒸気を通
 して蒸溜し、その流出液ユ50m4を採り、これに0・ユ実.フェノールフタレ
 インユm4を加え、I可/50NaOHで滴定し、その滴定値で表わし比較し

 ⑤洗液濁度の測定:宮山2)らの方法こ従い、試料ユ個の表面を250・二・つの
 蒸溜水で毛筆を用いて洗い、この洗液をよく撹計したのち、その一部を
 ユOπ届のセルにとり470mハのフイ'レターを用いて.瓦PU-2A型日立光
 岨比色計でその濁度(吸光度)を測定した。

 ④官能検査:ネト、カビの発生、腐臭、弾力につき検査し実験者の判定結果・
 を平均して十一の記号で表わした。

皿

 実験結果と考察

 ・。℃;こ一夜放冷した靱晶を勅弾力測定装置(司を用いて直径ユ・舳の球,ll
 試料・の表面を破り沈下する時の全重一量(9〕をもって一足の強さとした。

 測定結果は第ユ表に示すように無添加区1こ比し、薬品添加区は理晶弾力!・こお一

 いて若干優れているが折り曲げテストとの相関性は認められなかった。



 官能的に観察した興晶色沢はネオンルフラン添加区は徴一かに黄色味を呈し、白
 味を身上とする蒲鉾には商品価値への影響が憂慮されるので使用濃度について

 は更に検討すべきと思われる。ヵ.ルシー添加亭は他の添加区に比しキメの細か
 さ、色沢1こ相違は認められなかった。

 第ユ表折曲げ、弾力テスト

      AヨCD.

      AAA」、AA

      テ・曲スはト2^.ムA♪.AA      3AムAAA

      事ポユ490575550450
      2450650600520

      力134806606505報O

 
     
一

      平均値473.3628.3600500

 (注、AA4枚に折曲げて亀裂の生じないもの

 A,2枚1こ折曲げて亀裂の生じないもの

 30℃の条件による保蔵期問中の理晶の官能検査は第2表及ぴ第ユ図～こ示す

 よ弓;こ=対照区は{8R等圧冒(2日)後…こはj秀日月たフkモ三'蒙一句'質を土し、中合も考書千千し

 たよ51なグト観を呈'j一るよ弓になり「ネト」及ぴ「1ピ」が発生、,貞臭も表われ

 食用不可の汝状を呈するのに比べ、薬品添加区は異状が認められなかった。

 72時間(3日、後では力〃シー、ソルビン酸添加区も微腐臭を感じ、「ネト」

 「ヵピ」も発生、腐敗を表わし、それからの変化は著しく試料表面は部分的に

 黄変色したが、ネオンルフラン添加区は72時間(3旧)後も異状を…碧めなか

ったニ

 ユユ～25℃の室内保存の試料の官能検査の変化を第3表及ひ'第2図に示し

 た。48時間(2日)後対照区、カルシー添加区は腐敗とは異なるム!ノ臭を感.,
 じた以外は異状を認めなかった。96時間(4日)後はいづれも表面乾固の徴

 候が表われ、ネ・・オソルフラン添加区を除いては「ネト」「ヵピ⊥り発生が著し

 く表面も全面的に変色した.。

 上述の官能検査と併けしてpH・揮・発酸、洗液の濁度の測定結果を第4・5
 表及ぴ第3・{・5,6,7,8図に示したが、これら測定値の経目的傾向は
 官能検査の結一果・と大体一致しているよ弓である日

 この弓ち洗液の濁度;こついて舳・/らはα・以十を食品として安全と見微
 しているが本試噴の結果官能検査と比較すると0.2が食用可能た安全限界値の
 ようである目

 薬晶添加による保蔵効果の延長期間は対照区をユとすれば30℃の保蔵の場

6



 合カルシー1.85倍、シ!レビン酸カリウム2.08倍、ネォソルフラニノ2-88倍、

 ユエ～25℃の室温保存でそれそ.れカルシー・ソルビンF変ユ・29階・ネオンルフ

 ラン1.66倍に相当しいずれも無処理群とはかなりの差をみせてその有効一性を示

 した。

 第2表官能検査結果(保蔵潟.皮30℃)

         ネト

         St.hr日κ.カ÷÷考         一■'

         内部表

         A一一

         B一一
         24          c一一可・i可一二、一.
         D一一■1■=一r正一トーし可
         十甘や㌧低下否表面水滴         A一・一B㍉主         凹

         一一正可

         48丁寸三正可          正」し↓__

         72一一■'■一一■レ真一一.一         ニュ`に一[、1⊥1=十■一一一一一一一一」…■†一一■.一I』一D一升2+上i!A++→十H-6±吐」軟化臭          一一一一一一一一一一.

         ■

         否ユ"
         否全面黄変

         B十十1一i2+1低下否〃

         9611         三⊥」±i■十←__」リ⊥丁÷F∵ピ一・一一一
一一一十一一

 〇二十多い程劣化の状態を示す。

 ○カビ発生状況

 1"“コロ=一発生

 2。“。コi・二一2,3ケ所発生

 3"“コロニー数ケ所発生・

 4Ho白3カ,自己・」豪≡

 5“o.4カ{当三玉…(50実)

 6。“。すべてが籔一れる

・ワ



第3表官能検査結果  (保蔵温度ユエ～25℃)

         冒L○ユ1r3烙ネト          カビ腐臭弾力食用可否備考
         内部表面

         A

         一■1■一'■`O十正.可ムレ臭

         B

         一'0一〃〃

         C

         '一O十一〃〃微ムレ臭

         4896O一〃〃         1二一BH糾4什低下否表面乾固
         ユ一正〃〃

         C三寸=2十〃〃〃
         D一十←2一〃."〃

         ム十十一HH+5一H+低下〃黄カビ

         B一朴2十〃〃・〃
         工20

         C一十代」_L什_」L_L"〃
         「

         D一]什、ミ」十。'/〃〃
         ÷

         A朴一H-HL6一H-1+軟化〃一一一一全面黄変

         二58十Lし_」L⊥皿t.、坐」=〃〃一1'0'「■一一一一一一一一一         B`一一一'、し→十十H+∴十         1什十十十二二二」

 第ユ図  蒲鉾1呆蔵中における
 カビ着生の変化
 1呆症葦～品坦麦30℃

 第2図蒲野保蔵中におけるカビ着生の
 ・1大～兄企呆蔵記掃〕隻ユ1～25,C



第4表  長H、揮・発動、濁度の変化  ({呆葦支矛晶度30℃)

             24487296

             HV,A一Lo邸pHV,AFLo町pしL・A一Lo鮒pHV,A一LogT
             5二286O」D746-833.22O.5826.905、ユ013ユO7.ユO6.891.44

             B6.092∫〕i○り一146.392640一ユエ66.443.38○石606.733.671.02

             C6.46a80O.02ユ68王2.320.4496.883.43O.95ユ6.99539ユ.30

             一一Dl雌2368ユ12ε王0.4ユO6.873.381.05708■6-32ユ23
O

O

 V、い“一N/50N・OH滴定数
 一LogT““。濁度(吸光度)

第5表  pH、揮発酸、濁度の変'化  (保蔵温度王ユ～25℃、

           阿「。896ユ20168
           区分pHV,A一Lo叙PHV,A一LogTp1王V・A{cgTpHV,A■Log工

           、へ6.65288O-1357JO3η11.O.07.1332ユ1.2Q一7.エ46671,2ユ

           B一■一・1・L阜O.0346.ユ52.三4O.ユ89・.ユ・12・・O.2566.59.            一一一一1           '■TI一一一一…一■一一'I'■一一一'一一■一一

           一汁光OC606.7ユ3.34=030616.731■3・・0.721一7,06,           O.0736.73260。。。。16.783-690-575'7.09 土

 第3図蒲鉾保蔵中における
 pHの変化

 保蔵温度30℃

 第4図蒲硝)保蔵中におけるpHの変化
 保蔵温度ユー工～25℃



 第5図揮灘奮鮒こおける 第6図  蒲鉾保蔵中'における揮発酸の
変化  保蔵湿度ニュ～25℃

第7図  蒲鉾保蔵中における
 濁度の変化

 {呆虜～活{度30℃

 第8図蒲錦…一保蔵中における濁度の変化
 保蔵温度ユエ～25℃



摘要

 (⊃サメ、グチー.マグロを原料とする板蒲鉾を用いてネオンルフランユ/200、
 カ1レジー、ソルビン酸ユ/500添加した場合の保藏効果につき誠一験した。

 (2)30℃高湿度での保蔵効果は対照区に比し、'ヵルシーユ。85倍、ソ'レビン酸
 2.08言当、ネオン'レフヲン'2.88f音の異垂長をみた白

 13〕エユ～25℃の室温保存ではカ1レジー、ソルビン酸ユ・29倍・ネ.オン1レフヲ

 ンユ.66倍の保蔵期間の延長・が認め.られた口

 (4)ネォソ・レフヲンユ/200添加は制品に微かに黄色味が感じられたコ

文献

 ユ)浅川末三:日永誌Ψo119栃2(ユ953)
 2)富山哲夫、米康夫、菅原意.典:己本一誌ro工2工κ8(1955)

 3、石神、、是枝、木下:鹿水=試昭和38年度事業報告書P22ユ

 定置1唄測(4月分〕

養殖部

 ○句別平均水温・.比重(満潮時〕

       水温℃・3一比里一δ。5

       年_一__一_場き干{汽㍗音       6.08

       中一」1・1'       十…!・・[・一、;丁。、、
       下I十〇.06,=26.07L1       王8.0ユ十0!」一一〇ユ5十〇.O一一一一■一十〇.7
       月平均ユ㌃十08・1:一〇一26281。σ、、!一α、.十0.6

 れ耳口争串
十一
 。、、。。、一

 ○水温

 ユ5・7～ユ9・ユと変動した。上句は平年並み、中旬は平年より0-5℃低目と

 なり、下句;こ再び平年並みとたった。月平均水温では、ユ7℃と平一年並みを示
 し、前月.亡り約0-7℃昇温した昌

一11一



 ○比重

 24.6～27.4と変動しセ。上旬は高かんを示し、平準より1.2も高く、中

 旬1こ平年並み、下旬に平年よりゃ・』葛目を示した。
 月平均値でみると、26.3て平年より約0-7寓目を示した。

 4月の水温。比重

水 温

本年

平年

比重



 漁一場観測速報(4月分、

養殖部

 I句別平均水温

       里水成川福山       旬≡現・1」地別最高最低一F1r年月蜆厄■最高最低       上18.工8.ユ7.222ユ.8ユ←最低王9.3316.5ユユ6.旦工
       中ユ8.70ユ7.80£O.83ユ8.7ユユ7.30ユ6.86

       一一

       下20.70ユ9.2590.ユOユ9.62ユ8.37エ8.03

       月平均ユ9.25玉8.ユ620.70王9.20ユ7.42王7.03

       前月差一〇.58一〇.30子1計十÷一÷÷ll:       前年差十2.02十ユ.5ユ

 ○里村の4月平均水温はユ8一エ6～ユ9一£5℃を示し、前月より屯.わずかに

 低くたっている日これを昨年同期と比械すると、前年同期の最高水温よりも

 約2℃、最低水温で1.5℃いずれも1高くたっている。

 、二、二Ik=.久≡[り「=ユ、『『「・1'j=L.二三し1=,11こユ9-2.・一rO一二0山●一に、着一.「」ヒりもユ.22}

 1・47℃高く、また前年同期と比較すると、前年.同期1・⊃最高水温よりも2℃

 高く、最低水温、tりもユ℃高くなっており、里村とともに水成川でも3月1こ

 弓!;;売いて前年亡りも高温を示している。

 ○衛山の4月平均水テ.量は王7-03～王7.I42℃を示し、前月K比してユ℃近

 く高くなっている日また前年同期に比較すると、等高水温で。一工℃、異・低て
 O.7℃低くなっている。

 ○長1晴海洋気象台5月上句の西日本海況句一報1こよると、黄海、東シナ海の水

 温は先旬から2℃前舌上昇し、平年ヰりや土高目の水温がつゴいているが、
 南西諸∫}流域、九州西部の沿岸水汽は平年.亡りや㌧低目1:なつt。今後も水温

 はまだ全体的に高胃がつどく見込みです。また沿岸、入塩などの海況変化が著

 しいので注意を要するとのことであろ。

 ]I漁況

/里村

 総満港{二は5,OOoム.ワでこれを角、唖別1こみると、湘魚が2,925切で全体

 の58%、イセエビが990切で約20第、キビナゴがユ5系などとなって
 いる自

 前月との比較では、総満獲昼では2,880句の減葦一;で、角、種別には瀬魚が

 ユ,925切、イセエビが880仰、キビナゴが230^1gといずれも減獲とな
 っている。

 昨年同期と比較すると、総漁獲且で昨年よりも9,665切の減獲となつて



 おり、年年の有価日数69日1こ対して本年が44日・出漁紙数の786隻に対
 して367隻など一から事実上の不芒i1コといえる目

         {呵刷上中下漁業

         魚種有満延舳'日数船敦有主1111日数
         顧魚2.5ユ059ユエ2よ,740

         /セー一[コ1よヒ丁コ「■・90897495         ユ3537495

         ■F■u1一55ユ05         ÷コニユ411ユエO王20一'一■一ユエ0」
         22

         1㌃十。㍍。、。に宮ユ、2,730王5二36ユ妃㍍
 ユ■

」

 ユ妃㌫.
 白2、刀k高文ハ1

 ..,、.j」±:亡2,グj3^ザーこ、.韓、一1・・別1こはパノπ1ジL、二∵リO(全外・…∴・一
 心.ク'イが605切で22男、瀬魚が484～でユ7案、イセエビが277切て・
 ユO第などI㌧なっている。

 前月1こ比較一j一ると、冷銭荷量では三00約1つ戎㍗ヒた'「ており、衙行別には
 需乍4手1司;月{こ絡:こ=1、.。ぎ;==土の弄勺50第な占=むにキハグカ…全くi11.1≡一…さ・一1tす、逆;二日乍々三全

 く水揚げのなかったヵツォが首位を占め、.魚、種別にはイ・ヒェビが480'一クの減
 講、小クイが46ユ畑の増獲、瀬角,が三ユ3たワの増重二…となっている・



 大口養魚場業務・概況(3月分)

 大口兼魚■易

 /、概 況

 年度末を迎え各魚種の池別の控理を計一画して行なったが'、稚魚管理.その他の
 業務に追われて完全に実行できなかった。場内整備工事もユ2日1こ完工し、場

 内も附図の如く整備され、今后一・段とその機能を発揮できるもg〕と考一えられる。
 40年度をふり返って.み.ると、いろいろな問題点も数多く残されているア);、一

 応こジマス種一変生.産、供給≦.㌻所期目的を達成することができた。

 4ユ年度に於いても画苗生産及び試険指導面にわたって一層充実を図ってゆき

 たい。

 2、飼育概要

 3、給餌1の概要

 、一＼隻麺

 鰍1斗用(マス、ガ石ユ

 マス用配合鰍斗、一'螂

 〃一㎡64

仙1
 フイ_トオイ〃丁

 井■T

 {モ下;=
 TT.。、∴ユ、、

 ユ.86切

 ユ71.02片g

 …物1工・幻
ろ54たgユ06.9'9

 3.5比リ

 。ユ。、ポ



 4、種苗配付状況

 3月は該当なし

 5、に1二・ます卵及びふ化稚魚管理成績

 (ユ)購入群

       収容月日産地発眼一卵数一芸岩箒等証畷η備麦■       ユ21ユエ滋賀粒ユ00ρOO・螂・尾
       一'一

       ,12123静岡即30299βg0
       iり=3』I長野仰O'σ一町翻一       7.470ユ窒息死した目一■

       I2:13静岡5.950.oOO尾は浮上唐死した
       計一9ρ80566一.040

 ⑤当場自家採卵群

        採卵数検卵数浮上尾'数備一        味等栄24.550        瑚・♂立一270ρ709、"〇一一'65,ユ70一一.一一一■一205β00'一■'一I一一一一』'L■一一■一        一工2,27ユ47■720ユ.ユ50

        上斗・1ワ8ρ工O40βユOユ38,ユOO7Oユ34380
        ユ1ユ引63I丁        85880ユ9,080・6'8007O～1.フ?O'1

        一2:H8389.60044,55045,05050.35.49039.560
        計444、、。兀。叩巫裏浮上は4月        48ユ、6607ユ.4型

 6、今月の動き

 3月王日造池指導(大隅町岩川、

 3月ユO日～ユエ日養魚適地調査(古江～高隈)

 日本澱粉肥.の依頼により澱粉工場の高度利用について調査をけなった。

 地下湧水の量が多く立地的には恵まれてい.る。消費との関係が問硬.貞、である。

 3,『23日内水面地域振興対策堆業計画打合せ(県庁)

 池田湖及び.鯉池が4ユ年度国の指定地域に内定したので今・後の調査その他

 事業計画1こついて水産課、本試、大学、地元で打合せがなされた。

 3月30日…3ミ日一養鰻指導(指宿、山川〕
 指宿、山川地区、成育状況」調査を合せ疾病予防その他技術指導をけなった。

 現在のところ疾病もみられす成育は一1圓調であるが4～5月頃のワタカプ'リ病
 等の発生1こ注意すべきである。



大口養魚場見取'図

()
1000

N

/

    池番号池の用途地番号.池の用途

    .ユ～6食用アス養成池36・親マス侯補養成池

    7～ユエ中型マス'・3ワ～39コイ産卵.池

    ユ2～20稚マス".40～43稚魚養成池

    .君ユ～24親マス〃44～45親コイ養成池

    25∴28食用マス〃一46～47保養地

    29～30食用マス〃アユ〃48稚コイ養成池
    3王親マス侯繍〃

    32～百3食用マス"(A)浄化沈澱槽池
    一一一一一一一.    一■

    34～35稚コ'イ〃(B〕雑魚襯.察他

 一ユ7一



 7,3月の平南水温(定点～用水路)

 月の最高水温  且5.2℃(3月7日)

 月の最低水温  7.4'C(.3月29日)



奄美短信

 網之子、節子部落紀け

 古仁屋よりパスで勝浦まで事θ分、それから30分歩いて綱之子部落があi〕そ

 の北側に陵の孤島節一子都落がΣ)る。綱之子、節子閥の町村道は今年ユ,『頃開通し
 七がバスはまた通っていなくて道は真新らしい。右に海岸断力:い、左に1.llを切り

 取った絶壁があり時々小石がサラサラと落ちてくる。左を見てかけ足で通過する.
 のである昌奄美の道路は梅雨、台風の雨で崩れてそれから道路が完成してゆくと

 言一ってもjo青て一はなかろう。今{…家てIは砂糖キビの取.つ入れもすみ、田補えも終

 期1二近つさ、梅雨待ちの一時であろうか自家々の屋根1こはビニールトタこノ又はガ'

 ラスを1使用した僅かな明りとりの・光と20Tの螢光灯の光りの下で織る織機の音

 奄美のどの部落でも見られる風景とさして変りたい日

 帰途には節子部落定期船I(2屯前後)で沖合約3001:1神まで発達した珊瑚礁の
 問を超スローで縫r、し弓に進んでTτく、この定期1;;青二日に2往復するとのことて

 あろ互乗客の高段生1こjl[学出来ますかと聞くと時化の時は困るとのことである。

 'か.,.。=・.・。.1二丁・し.一一11;11」二・1引,・I三・rユ■;...1い;ミないとはも美ガ1㍗三ピ'こっく一./

 く感じさせらぺ'しる。この一F硬さも当通路の開通で解消されるのも1莉近かであろう。

 古仁屋の店頭工も内地産⑥生花用材料が売られているのが見られる此の頃であ

 るりそ〔代徴物とで'1・言・1ろソテツの葉、ミズニ、や、ヘゴの若三1…、場合1与女十年の

 ペコ'て乍った水盤などが出荷されるのであるフ)1、此の、しうたペコ'1等は奄美の家庭

 :こは珍しくないのてあろうか、それより内地産の花一輪とい弓ところである。

(Y ,K)



務 概 況

 ○製造部

 「ぺ角煮製造兵1司試験
 1らし、さば等を主原料としたかつお角煮様製品の試作試験を前.『に引続き

 共倒試験し、結果に基づいて民間業・者の企業化がなされた。

 (担当者石神次男,藤田薫〕

 チリメン佃煮製造試験

 梅'雨期に多独されるチリメンの萬.度利用のため佃煮:.11」造試験を実施、調味

 配合.比と品一頁及び原価構成との関係を検討した。

(担当者藤田無,木下耕之進)

 ■.魚類くん倒試.験

 各種くん材によるくん煙の附齋量と製品の芳香、色沢との関係を魚1るため

 予備試験としてくん煙量の測定法につき検討、今後のくん型試験の一参考一に供

 し.た。(押当者一木下耕之進,是枝登)

 冷凍スリ身の長期凍結保管がくメ..製品形成態に及ぼす影響について継続試.

 一膿し、4ケ月間までは蒲壱亭ヲ彦成態一が保持された。.
 Cダ光者是伎㌣.大下I噺之三笠、

 ○調査部

 {ハマチ入工餌料試験開始
 4工年度Iの試験地を市内磯地先で実施することにして4月26日試敵船

 「照市丸」の加勢を得て小割式後を設置し、試験船「かもめ」が採捕した種

 苗一を用いて5月6日から人工餌料='こより試験を開始日

 (担当者一九万田一己,上田忠男,弟子・丸惨,荒牧孝行)

 フIリ仔採捕試験調査指導

 本年度フIリ仔採捕許可船は30隻以上に達した。

 これ等に対する漁況の資料を提供する目的を兼.ね試験船rかもめ」は5月2

 日から月末迄漁場探索調査に出一動したが、5月20日を以、て調査を切上げた。

 (担当者荒牧孝行,試験船「かもめ」〕

 摂薬の毒1生

 シェル化学製品SD7859の鯉仔に及ぼす毒性1こついて試験二

 (担当老上田忠男,弟子丸修、

 ○漁業部

 一三こ照市丸



 5月ユ日～ユ2日漁海況海洋観測(担当者岩倉栄〕

かもめ

 4月26日～28日上条

 5月2日～6目モジヤコ採捕(担当者荒牧孝行)

 9日㍗20日〃"("")

 ○養殖部

 ノリ関係

 ○糸状体培養管理中。

 g5月26日～28日の3日間、指宿市において'九州1山口各県水試連絡
 会のり部会を開催旦出席者30名。(担当者新村巌).

 う・;専技研修
 ○東京都農林研修所で5月9日～ユ4日(6日間)の研修1こ出席した。

 (出」請者新ヰ寸巌、

 ミ1=1一ワカメ培一盤
 5月9日、ユ6日、鹿児、島市漁協、13日東町漁協、14日野口漁協、

 エ。日谷山市漁協の7カメ採苗指…尊を行なったほか試験用として菓町薄井の
 コンクリートタンクで3.0001n、実験室内で2,OOOmを培養中。

(担当一者瀬戸口男)

 ・㍗アワビ室内飼育
 ・ユ!月ユ5日、ユ2月3日、工2月8日の3回分のふ化幼生を止水叉は循

 環一式て室内飼育中であるが5月末日現在で約400個の稚貝が生き残り、こ

 れにワカメ、ハパノリ、アオサ等の生海・:{や緑湛、石圭藻類の付着しえ一天然の
 岩石を取り換え継続飼育中である。(担当者山口昭宣,機原久幸)

 三一二抱卵イセエビの特別採捕
 イセェピのふ化幼生を得るために5月26日頴娃町水成川地先にて抱卵エ

 ビを特別採捕し、これを桜、島水族館と当突.験室の室内水槽に移しふ化管理中

 である自一(担当者山口昭宣,形原久幸)
 ・、7ジツポ調査

 5月4日・工7日に福山・竜ケ水で工・2・4・618m層のフジツボっ
 着生状況とア]ヤ貝の成長などを調査。5月ユ7日分(水温ユ9.5～20.5

 ℃)からフジツボの着生がみえ始もだ。(担当者前田耕作)



 ★大島分場

 ○庶務係

 や4月24目県真雅養殖漁業脇同組合長黒木氏、同主事、大.島漁連会長、
 同益満一主事来場視察。

 こ三15月9日40年度定期監査のため川崎監査主査、中野主事来場実施目
 ミ;、5月10日ユ1時徳留監査委員の講評。

 ○'漁業係

 一二、4月ユ4日～2}日一

 北大島(竜郷湾、喜界島周辺の魚群調査及び集魚試験。

 竜郷湾ではムロ仔、メアジの集魚が見られ湾沖では台湾アイノコの来游

 が認.められている。

 ○製造係

 おウニ歩留調査(諸島)、一般分析旦

 ○養殖係

 5月王2日マヘ真珠養殖振輿協会、第二回定期総会。

 上村漁政課長技術補佐、本試上ノ園庶務部長、支庁山下.技術補1左、中村
技師出席,

 塩田分傷長、藤田、塩満、山中各職員出席。

 マベ稚貝育成就籔

 4月23日'現在40年度稚貝5,ユ25個生存。

 1'一1餌料培養試験継続中。

一22一



 昭和4ユ年度龍毛海域1こ於けるトピゥォ漁況の見通し

漁一業部

 (昭和4ユ年5月ユ7日一〕

 昨年に引続き今年度の熊毛海域のトビウオ漁況

 について過去の資料と海況{一(祝の外現地での調査

 等を綜合して次のよ弓に見通1しを立てた。

 (/),今年が不漁年ではたいかと思われる事柄
 (ユ)長期的な漁獲の変動を見ると第ユ図のとおり
 で不漁年は3～5年続いてから好漁年1こ交っ

 ている旦;j9,4o年は共に不漁で4ユ年度

 も不漁ではないかと考えられ札

 (2)好漁年の水温変化(屋久.島一湊に於ける表面

 水温の平年値との偏差)を見ると冬期低温で

 桝街中一高温の形であるが今年はその逆である。

 (幣2図〕

 (3〕冬;「映支'那海の黒輝流量の多い年は.馬毛鳥方

 面では二不i・llゼこなることが多・いが→】;:の流換1;.

 増加の一傾向1こおる。一(第引ヌい

 (4)その他

 ⑦一＼丈.1I=;j一二派けろ年こ一1別書1ビザ・1-1;1一;量

 (2～5月操業し潰獲物,はヵクトビ、を見

 ると一部の年を除き熊毛海域のそれと大体

 類似の傾向を示している目西海区の漁況の

 関連については不明で去)るが.へ丈.島では今

 年度は極めて不均で」OO万.軍1一'1片となっ

 ている。(第一1図一一)

 O1今咋三5月ユ～3日の試残船1こ.亡る魚採茅1査

 =一こよれぽ咋年同:美トビウオ魚群らしいもの

 は発見きれたかった。

 (2〉梓が好漁年ではないかと.肺れる蜥
万昭
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 (工)本年5月ユ～王ユ日、試験船による海洋観測

 の結果は第5図のとおりで黒潮本流は昨年の

 よう～=二崖エコ妾塵…ク㌧.嘗jを洗う.一亡弓なことはたく屋

 久.島南方うO浬附.辻を通っており海況け昨年

 より好条件と言える二

 値)現地での聴取調査

 σ深突の多い年は好舳と言われるが今年は多
し・o

 ㊥咋年は屋久鳥西の吉田、脇田沖で好者11、があ
 った旦西側に来湶する年は好漁と言われる

 が今年も酉鮒こ来活吋るg⊃ではないか昌
 又、昨年は南部満」.身の湯泊～瀬切片にも可

 トt三り来11}したが近年にないことで今年も来

 己ラ1一するのてリ1プ・1からうメ・㌔

 3、結び

 今年壁の見而しを・立てる上で検討した条件は

 1ユ.」二のとおり'■11'.一'.{・・〕∫ミ11-I=(ア…声力から見ろ''ヂ
 然として平年漁以下とは,害tわれるが、今年は昨

 年よ.)預]=湊1tとなる条{牛ヵ;あり曽i£葺芒は日年4戸を本目

 当上廻るのではないかと考えられる。

 又.霜毛.島近海でも昨年のようだ著しい不漁け

 ないものと.思われる。

 (三一着〕こ;f}800～900ブラ局…を:肝ぐ三i{1一と

 しそれ以上を榊三τ年、それ以下を不狗年

 として考えた。

∴∵∵∴∵
 に一。
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 第ユ図  熊毛・海区(総体、のトビウオセ1::雌量榊戸変化

第2図  屋久.畠一湊1=二於シ.トる平均水温の
 平年一作[とのf扇;:宍

 第ろ図冬期東支那海1こ於ける黒1・;,蜥E量一
 と,電毛.1'jlク⊃縦'…量とのlja係

 第5図5.91増水デ1扮布と搬分オ青から
 見ゴこ嵩一日清;訣莫…忙⊥ぎ1(4ユ4…5一『.j二.一缶1、・


